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   "Cepharanthin" was administered at the dosages of 3.0 grams or 6.0 grams daily to 

17 patients, a total of 19 cases, with malignant neoplasm of the urogenital system to 

prevent hematological side effects of therapeutic means for the malignancies. The results 
were satisfactory as follows. "Cepharanthin" administration during anti-tumor treatments, 

either with radiation or chemotherapeutic agents, could prevent leukopenia as well as 

decreases of red cell count and hemoglobin content. Slight nausea and anorexia were 

observed in 2 patients as possible side effects which disappeared after cessation of adminis-

tion. There was no significant difference on the effects between the groups given Cepharn-

thin 3 grams and 6 grams daily.

1緒 言

悪性腫瘍 の治療 に,外 科的手術 の有無 に拘 ら

ず,放 射線療法,並 び に化学療法が必要 欠 くべ

か らざる事は周知 の事実 である.但 し,こ の場

合,副 作用 として,白 血球減少症等 を来 し治療

を止 むな く中断す る場合が少 くない,こ こで,

本 症 に射 し有効 な薬剤 が切望 され る.

我 々は今 回かか る副作 用に対 し,Cepharan-

thin(以 後Cephと 略 す)を 使用 し,認 むべ き

効果 を得 たので報告 す る.

H薬 理 作 用

Cephは 防 己植物t'た まさきつづらふじ"よ り抽出

されたAlkaloidで,小 笠原D,山 下2)等Cephは

放射性貧血の防衛並びに回復に有効であると述べ,小

笠原1),羅 関3)等はCephは 単 に白血球数の変遷のみ

ならず,赤 血球数並びに血色素量に対しても好影響を

認め得ると述べ,又 尾関3)は マウスを用いての 実験

で,放 射線照射に対しての体重減少阻止作用を認めて

いる.
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皿 使 用 法

昭和39年4月 より当院泌尿器科で入院加療を行つた

悪性腫瘍患者の うち14名,延16例,和 歌山日赤泌尿器

科入院患者3名,計19例(Ceph投 与症例内訳は表1

に示す)にCeph3.0又 は6.09/Tday経 口的に 投

与を行い,投 与前及び投与後一定期間をおいて血液検

査を施行し,検 査成績を比較検討した,

表1Ceph投 与症例(内 訳)

病 名

膀 胱 腫 瘍

睾 丸 腫 瘍

腎 腫 瘍

陰 茎 腫 瘍

子 宮 癌

計

患 者 数

10

4

1

'1

1

i7

症 例 数

11

4

1

2

1

ig

「
[

IV成 績

臨床効果の判定は,Ceph使 用後に白血球数の増加

したもの,或 は変化のなかつたものを(惜),白 血球数

の減少が10%内 外のもの(卦),10%以 上 の減少をみた

が4,000/Mm3迄 に とどまつたもの(+),使 用後4,000
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～3 ,000/mm3に とどまつたもの(±),3,000/mm3以

下になつたもの(一)と し,こ れに赤血球数の変化,血

色素量の変化,治 療の程度を加味し判定した.

ICobaltiprotoporphyrin投 与群

Copp投 与に際して,Cephを 投与した症例は表2

に示す如くで,白 血球数は症例1で は,使 用後増加し

ており,2で は 全 く変化していない.3,4及 び5

は,何 れも減少をみたが その程度は極めて軽度であ

る.6は 左腎腫瘍で高度の血尿を持続し,既 に肺,肝

に転移を認め腎摘出術は 不可能で あつた 症例である

が,本 例でも5,000/mm3を 保持している.赤 血球数

については,4,5で は むしろ使用後に 増加してい

る.又 血色素量は,4の みが増加した.3,4の 経過

をみると図1,2に 示す如 くで,両 者共,白 血球数

は,COPP4A,5A投 与により急激に減少を 示した

が,以 後漸次回復に向かつてお り,赤 血球数,血 色素

量は共にほぼ平衡を保つている.

llToyomycin投 与群

成績は表3に 示した,ま ず白血球数では1を 除いて

他は全て使用後増加し,1で は著明に減少している.

5は 子宮癌皿期患老で,尿 閉を来し,尿 管皮フ吻合術

を施行し,全 身状態も貧で,膀 胱,膣 に難治性の炎症

が持続した症例である.赤 血球数では2,3,に 於て使

用後増加,5の みがかな りの減少をみた.赤 色素量で

も2,3は 使 用後増加,1で は使用前後に殆んど変化

がない.尚,4はCeph投 与により軽度の嘔気,食 欲

不振を訴えたので,本 剤を中止し,消 化剤を投与して
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図1Copp投 与に対する予防効果

例3M.N.54才,♂ 膀胱腫瘍CoPP25mg(1A)×27(6A/週)



表2Copp投 与に対する予防効果

例 氏 名i年4.

一
病 名 手 術

lT.F256膀 胱腫瘍

・Y.・.、,,i、"

、.M.N.,,1,1.

lI

課:x:;ll:il
6Y。Y.771δ 左 腎 腫瘍

li

膀胱部分切除

〃

〃

〃

〃

処 置

COPP

25mg×20

COPP

25mg×IO

COPP

25mg×27!

COPP

趨9×LOi

瑠9×IQI
25mg×30

1

Ceph

使 用量

9/day

6.0

6.0

6.0

6.0

3.0

3.0

使用日数

23

11

31

13

22

35

使 用 前 使 用 後

的 瓢 赦 騰 血色素量1的職 赦 球数1血色羅
　 　

7,350/1448万/1

翻 、『
i

4,750463

　

5,5501372 .

7,、 。。1341
「

7,05ci427

101%

78

91

87

73

95

・,…/1
Mm3

6,400

4,200

4,300

7,050

　
i5.000

・留 ・・%

362175
3651,9
40388

36172

35674

併 用 薬

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

副 作 用

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

効 果

十

表3Toyomycin投 与 に対する予防効果

例 氏 名

llK.H.

2iM.N.

3H.N.

4G.H.

5M。O.

年令

54

44

72

52

50

性

6

♂

6

δ

♀

病 名

膀胱腫瘍

〃

〃

陰 茎 癌

子 宮 癌

手 術

膀胱部分切除

〃

〃

除 茎 切 断

尿管
皮フ吻合術

処 置
Ceph

使 用量

9/day

ToM

O,5mg×10

ToM

O.5τng× 正O

ToM

O.5mg×10

ToM

O.5mg×22

T。M

O。5rng×20

6.0

6,0

3.0

3.0

3.0

使用日数

1i

13

11

27

25

使 用 前

舶 職 赦 聯 血色羅

6,100/
mm3

5,550

4,800

3,100

10,800

470万/
mm3

372

237

326

87%

87

65

75

使 用 後

白血球数赦 職 血色羅

mm3

6,200

6,750

4,500

21,100

3,25・/1448万/{
Mm3

390

340

126

86%

90

83

25

併 用 薬

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

副 作 用

(一)

(一)

(一)

嘔 気

食 欲 不 振

(一)

効 果
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図2Copp投 与に対する予防効果

例4M。M.44才 ♂ 膀胱乳頭腫

Copp25mg×10(1A/日)

これらの症状は消失したが,こ れ等の症状がCephの

副作用か否かは判然としない.再 びToyomisinの み

を0.5mg宛 隔 日,10回 静注を続けたところ,白 血球

数は急激に1,800/mm3迄 減少した.

皿 レントゲン照射群

表4に 示す 如 くで,照 射条件は,広 さ10×10cm

200K.V.P.15mA,1.OCu距 離40cm時 間5分,毎

分入射量50γ,射 入量250γ,で あ り,1は1門 照射,

2,3はPattersonの 方法による5門 照射 である.

白血球数は1で は使用後増加し,2は 約30%減 少,3

では2,000/mm3に 迄減少を示した.赤 血球数及び血

色素量は1の みについて観察したが,本 剤使用前後に

有意の差は認められない.2,3の 白血球数の推移は

図3に 示す如くで,両 者共に照射初期に急激に減少し

たが,2で}Ut2,000γ よ り漸次回復を見,3に 於ては

回復は認められない.
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1,000

行い,空 中線量1回218rで あ る.白 血球数は三者共

投与後かなりの減少を示すbN',4,000/Mm3以 下には減

少していない.赤 血球数については1は 可成 り減少を

みたが,2,3に 於 ては,減 少は軽度である.血 色素

量も同様に1の 減少が目立つが,他 の2例 の減少は軽

度である.白 血球数,赤 血球数,赤 色素量のCo60照

射による推移は図4,5,6に 示 した.照 射1,0907

で3例 共白血球数は急激に減少し,以 後漸次回復を示

すが,1の み4,360r前 後から漸次下降している,赤

血球数,血 色素量は6,540γ 前 後で最低とな り,2,3

はその後回復し,ほ ぼ治療前の値を維持するが,1は

やや減少している.
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図3レ 線 照 射 に 対 す る 予 防効 果

例2.M.T.,35才,3左 睾 丸 腫瘍

例3.M.0.,44才,6左 睾 丸腫 瘍

IVCo60照 射群

表5に 示す如くで,膀 胱腫瘍の2例 は共に泌尿器外

科的手術は行なつていない.三 者共Co60遠 隔照射を

1妃

び

一
〃9021803ηe4」60∫4驚6ye7e3」 鋼72♂ヲ切'?耀lt「/・fO30S.り

図4Co60照 射に対する予防効果

例1T.H.65才6膀 胱癌

空中線量218γ/回5回/週 照射

Vレ ントゲン照射Merphyrin併 用例

陰茎癌で陰茎切断術を施行後,深 及び浅ソケイ淋巴

腺に4門 照射,照 射条件は前記と同様である.Mer-

phyrin25mg,週3回,Moriamin-S20ml週3回 静

注した(表6).8,250γ 照射したが白血球数減少は殆

んど見られない,照 射はレ線皮フ炎を惹起した為中止

した.6ヵ 月後右浅 ソケイ淋巴腺に転移をきたし再入

院し,ToyomycinlA週6回 行い,CephをToyo-

mycin注 と同時に投与したが,22A目 より嘔気,食

欲不振あり,Cephを 中止し,更 にT.M10A注 を続

けた症例で,経 過は,図7に 示した.Cephを 中止後,

造血剤を併用したが,白 血球数は漸減し,っ いに1,800

/rnM3に 迄減少した.本 例ではCeph中 止後急激に

白血球の減少をみたわけで,Ceph使 用中の効果が明

らかに推i測される.

VIP32局 所注入及びCopp併 用例

膀胱癌で手術不能の為,P32を 経尿道的に腫瘍内に

注入(約5mc)し,そ の間COPPを 併用 した症例で

ある(表7)・ 治療前後の白血球数,赤 血球数,血 色

素量に何れも殆んど変化を来していない.
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表4レ 線照射に対する予防効果

例

1

2

3

氏 名

T.N,

M.T.

M.0,

年令

29

35

44

性

♂

6

δ

病 名

睾丸腫瘍

〃

〃

手 術

睾丸摘出術

〃

〃

Ceph

処 置 使用量

9/day

X線

250γ ×10

COPP

25mg×10

X線
250γ ×30

X線

250γ ×30

6.0

6.0

6.0

使用日数

14

35

34

使 用 前 使 用 後

白血轍 赤血瓢 血色親 白血職 舳 騰1血色素量

5,350/
Mm3

7,500

6,850

563万/

Mm3

452

451

108%

100

113

5,650/
mm3

5,500

2,000

440万/

Mm3
103%

併 用 薬

(一)

(一)

(一)

副 作 用

(一)

(一)

(一)

効 果

表5Co6。 照射に対する予防効果

例

1

2

3

氏 名

T.H.

H.1.

S.S.

年令

65

50

26

性

δ

δ

♂

病 名

膀胱腫瘍

〃

睾丸腫瘍

手 術

睾丸摘出術

処 置

CoGO×14

Co60×86

Co60×180

Ceph

使 用 量

9/day

6.0

6.0

6.0

使用日数

14

86

181

使 用 前

舶職 赦 酬 血色羅

喘 臨 嚢/1・・%
8,300492100

7,,。 。,。3i1、9

1

使 用 後

白血球数麺 球獅 色羅

mmS

　15

・650

4.800i

・,…/i351万/
Mm3

455

462

78%

92,4

97.2

併 用 薬

(一)

(一)

(一)

副 作 用

(一)

(一)

(=)

表6レ 線照射+Merphyrin併 用に対する予防効果

例

1

氏 名

G,H.

年令

52

性

♂

病 名

陰 茎 癌

手 術

陰 茎 切 断

処 置

M.H

25mg×17

X線

250γ ×33

Ceph使

欝闘 使用日数

用 前 使 用 後

随 騰 赤血職 舶 縄 白血轍 赦 球数血色羅

3.0 40
4,300/
Mm3

4,100/
rnM3

併 用 薬

Morla-

mln

S×17

副 作 用

(士)

表7腫 瘍内P32注 入及びCOPP併 用に対する予防効果

例 氏 名

1 K.T.

年令

77

性

δ

病 名

膀胱腫瘍

手 術

膀胱部分切除

処 置

腫 瘍 内P32
注 入 ×3
COPP

25mg×20

Ceph

使 用 量

9/day

3.O

使用日数

33

使 用 前 使 用 後

白血球数赦 球獅 色輯 帥 畷 赦 醐 血色趨

6,800/
rnm3

467万/

rnm3
97%
6,200/
mm3

440万/

Mm3
92%

併 用 薬

(一)

副 作 用

(一)

蕃
勲

灘士

講瀟

効 果 鐘

琶
・ 暴

饗§

さ
効 果 慧

塁
帯 づ

㊦

効 果

お
日
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V考 察

近時,悪 性腫瘍の治療法は著 しい発展をとげ

っっある.外 科的根治手術は勿論であるが,併

用乃至後療法 としての化学療法,或 いは放射線

療法も又必須不可欠のものである事は云 う迄 も

ない.し かし此の際,副 作用としての白血球減

少症及び貧血に対 しては,現 在迄輸血,ア ミノ

酸類,ビ タミン類,鉄 剤,肝 臓製剤,ホ ルモソ

剤,葉 酸等が投与 されて来たが,何 れも充分な

効果が期待されない現状である.我 々は尿路性

器悪性腫瘍の治療に際し,血 液変化の予防及び

治療の目的でCephを 使用し,一 応認むべき臨

床効果を得た.そ の成績を一括すると下記の如

くである.即 ち,白 血球数,赤 血球数,及 び血

色素量をCeph使 用前後に於v・て比較 した結果

は次の通 りである.

1)白 血球数 総計19例

使用後増加 したもの6例

不 変1例

10%内 外減少3例

減少 したが

(32%)

(5.3%)

(16%)

4,000/Mm3迄 に6例(32%)

と ど まつ た もの

4,000/mm3以 下

に減少 した もの

2)赤 血球数 総計15例

使用後増加 した もの

不 変

10%内 外 減少

減少 したが350

万/mm3迄 に と
どまつた もの

350万/mm3以

下 に減少 したも
の

1例(5.3%)

4例(26.4%)

1例(6。6%)

4例(26.4%)

5例(33.3%)

1例(6.6%)

3)血 色 素量(Sahli氏 法)総 計15例

使用後増加 したもの

不 変

10%内 外減少

減少 したが70%
迄にとどまつた
もの

70%以 下に減少

3例(19.8%)

4例(26.4%)

4例(26.4%)

3例(19.8%)

1例(6.6%)

以上の様に白血球数に対 してのみでなく,赤

血球数,及 び血色素量 に於 て も可成 りの臨床 効

果 が観察 された,小 笠原1)はCephを 家兎 に使 用

し,Cephは 単 に白血 球のみな らず 赤血 球数並

びに血 色素量 に も好影響を認 め得 ると述 べ,山

下2},尾 関2}等 は,ラ ッ トを用 いての実 験で,Ceph

は レ線照射時 の白血 球減少症に対 して有効 であ

るが,赤 血球数,血 色素量 には著 明な変化 はな

い と述べ,更 にCobalt-Greenpoleの 併 用が望

ましい と述べ てい る.我 々の臨床経 験 では,も

白血 球のみで な く赤血球数,血 色素量 に対 して

可成 りの効 果が観察 され この点小笠 原1)の 動物

実験 成績 とほぼ一致 した結果 が得 られた.又 副

作 用は2例 を除 いて全 例に認め られ ていない.2

例 は何 れ も軽 度の食欲不振,嘔 気 を訴 乏,こ れ

は,Cephを 中 止 し消化剤 を投 与す る事 によ り

容易 に改善 された.し か し2例 は共 にそ の後制

癌剤 の単 独投 与に よ り,白 血球数 の急激 に著 減

した事 より尾 関3)も 述べ てい る如 く血液変化の

予防及 び治療 の 目的には,本 剤 の持続投 与が必

要 である と考 え られ る.又 我 々は,1日3.Og及

び6.Ogを 投 与 したが,両 群 に明 らかな差は認め

られ なか つた.

VI結 語

今回,我 々は悪性腫瘍治療中,白 血球減少症

に対し,Ceph3.Og又 は6.Og投 与 した結果

は次の如 くである.

1)本 剤内服により,放 射線又は制癌剤によ

る白血球減少を阻止 し得た.

2)本 剤は 白血球抑制効果 と共に,赤 血球

数,血 色素量の減少を予防 し得た.

3)本 剤の副作用 と考えられた食欲不振,悪

心が2例 に認められた以外,殆 んど全例に副作

用は認め られなかつた.副 作用は本剤を中止す

る事により消失した.

4)本 剤1日3.09と6.09投 与群に 明らか

な差異は認められなかつた.

稿を終るに臨み,種 々の御指導を賜 りました恩師石

神教授,森 助教授に深謝します.
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